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普段は余り気に留めることの少ない、運転免許証に記載されている数字の意味を

知ることができました、皆さまはご存じだったでしょうか？ 

免許証を良く見ると、真ん中より少し下に、12 桁の番号が表示されていますし、交

付年月日の右横には、5 桁の数字が表示されています。 

先ずは 12 桁の番号、1～2 桁の数字は、初めて免許証の交付を受けた公安委員会

の番号で、北海道が 10 番台、東北が 20 番台、東京が 30 番台となっています。 

  
ちなみに、海外で最初に免許を取った場合は初めに国内免許に切り替えた都道

府県の番号で登録されるようです。 

3～4 桁の数字は免許取得年（西暦）の下２桁の数字、5～10 桁の数字は各都道府

県が独自に決めている管理番号で各都道府県により基準が異なりその意味は公表さ

れていません。 

11 桁の数字はチェックデジットで入力ミスを検証するために設定された数字です、

最後の 12 桁目の数字は再交付の回数を表す数字で 1 度も再交付しなければ 0 のま

ま変わらず、再交付の度に、1、2 と上がっていきます。 

交付年月日の右横の 5 桁の数字は、公布日ごとに割り当てられる照会番号で免許

センターの番号や、即日交付、後日交付等の様々な情報が入っているようです。 

これ等を踏まえ、じっくり自分の運転免許証を眺めて見て下さい。 


